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●この製品の耐荷重は１００キロです。体重が１００キロを超える方へのご使用は絶対行わな
　いでください。

●利用者をリフトした状態でワンタッチベルトを外さないでください。重大事故に繋がります。

●利用者をリフトした状態から降ろす際はハンドルをゆっくりと前方に押し上げ、降下させて
　ください。勢いよく降下させると重大事故及び本体の破損に繋がる恐れがあります。

●傾斜のある場所でのご使用はご遠慮ください。転倒する恐れがあります。

●スマイルは介護リフトです。本来の目的以外でのご使用は絶対にしないでください。

●改造や分解をしないでください。正常に機能せず事故につながる恐れがあります。

●リフトする際に利用者が支柱内部に手を入れないよう注意して下さい。手は必ず肘受けシー
　トの上に置くよう注意して下さい。手を挟み込んで怪我をする恐れがあります。

この取扱説明書の内容を十分に理解でき、各操作や介護動作が出来る人がご使用下さい。
介護を受ける方の症状・身体機能、介護する方の体力や機器への適応能力などを専門の医師や理
学療法士・作業療法士などに相談してください。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、
人が障害を負う可能性及び物的損害の発生が想
定される内容を示しています。

※ご使用前にこの「安全にご使用するための注意事項」を
　必ずお読みいただき正しくご使用ください
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上下・前後に調節可能。頭部が安定し、
首の負担が軽減します。
○上肢・体幹のバランスが不安定な方
○首が弱く、頭を支えにくい方
○長い距離の移動に

ベルトは消耗品です。定期的に

交換が必要です。縫製にほつれ

や破れがみられた場合や、ベルト

の動き(オス側）が悪くなったら

交換をしてください。

標準品
●ワンタッチベルト（オス側）

●ワンタッチベルト（メス側）

約82㎜
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40㎜

約3
40㎜
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プ
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85
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プ
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Sタイプ約120㎜
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約660㎜
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膝パットは利用者にセットする際に、㋣の矢印の方向
に押し上げるだけでセットが出来ます。この場合、膝
受け調整レバーを操作する必要はありません。

㋺のブレーキの効いた状態で無理に移動しようとは
しないでください。また利用者をリフトした状態で、
その場から介助者がハンドルから手を離す際は、絶対
に㋺のブレーキの効いた状態で行って下さい。

㋺
㋑

㋩ ㋥

㋩

㋭

㋬

㋠
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Ⓕ

Ⓖ
Ⓖ

Ⓖ
Ⓗ

スマイル本体を右の写真のように利用者の前方正面に
移動させ、利用者の足をリフトベースの上に乗せてから、
さらにスマイル本体をⒶの方向に一杯まで差し込みます。

利用者の足を乗せる位置は右の図のCのレッグサ
ポートがある位置に必ず乗せてください。
足の位置が不適切な位置にある場合うまくリフト出
来ない場合があります。

膝パットがしっかりと押し当てられていない場合、利
用者をしっかりとリフトで持ち上げる事が難しくな
り、利用者の胸に負荷が掛かる恐れがあります。

腹部が大きい利用者で胸パットが下りない場合、Eの
調整紐を引っ張りながら胸パットを下方向に軽く押さ
えて下さい。
胸パットは下に下がれば下がるほど利用者をリフトし
た際、よく上がる傾向にあります。
ただし、身長の高い人（175㎝～）の場合上がりすぎ
て前のめりになる事があるので、その場合はパットを
あまり下げすぎないよう調整してください。

利用者の腕を写真Ⓖの肘受けシートから肘が出ないよう
に乗せてください。

利用者が補助グリップを握れない、または握った手に
あまり力が無い利用者は、必ずワンタッチベルトを装
着してください。転落事故に繋がる恐れがあります。

Ⓑ

Ⓒ

Ⓓ
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7

オプションWL-3使用時

利用者の手の位置について

リフトする直前に利用者の手の位置を必ず確認してくださ
い。
利用者の手の位置は右の写真の様に必ず肘受けシートの
上に有るかグリップを握っているか確認してください。

6

警告 利用者の手は必ず肘受けシートの上に手をのせるよ
うにして下さい。肘受けシートや補助グリップ以外の
ところに手を置いたり入れたりした場合に手を怪我
する恐れがあります。

利用者をリフトする際は、利用者がしっかりとリフト
されおしりが上がっているが確認してください。もし
うまくリフトが出来ていない場合ベルトの締め加減
が弱いか、膝に膝パットがしっかりと付いていない、
胸パットの位置が上過ぎる等の可能性があります。そ
の場合もう一度利用者を着座させセットをやり直して
ください。

利用者に介助者が声を掛け、利用者に何か異常がな
いか注意し表情を見ながらリフトしてください。
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利用者を移乗させる場所の周囲の状況に注意しながら
行って下さい。

移乗先の前でフットブレーキを掛けます。

ハンドルをしっかり握った状態で、ロックレバーを握りロッ
クを解除します。（＊握った状態がロック解除状態です。）

ハンドルをゆっくりと前方へ押し上げ利用者を移乗させま
す。

利用者の着座位置を確認しながら、慎重におろしてくださ
い。

利用者がしっかりと着座したことを確認してからワンタッチ
ベルトを外し、フットブレーキを解除してリフトを移動して
移乗完了となります。

利用者をリフトから降ろす際、必ずフットブレーキを
かけてください。リフトが動くと着座位置がズレたり
大変危険です。
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